
関西電力東京支社　東京都千代田区内幸町２-２-２（日比谷公園向かいの富国生命ビル9Ｆ）
東京メトロ日比谷線・千代田線・都営三田線「日比谷駅」、東京メトロ丸ノ内線・千代田線・日比谷線「霞ヶ関駅」、
都営三田線「内幸町駅」、東京メトロ銀座線「虎ノ門駅」、東京メトロ銀座線・都営浅草線「新橋駅」、ＪＲ「新橋駅」

怒りを凝縮して、再稼働をもくろむ
関西電力に徹底抗議！

呼びかけ

日 時

場 所

注意事項

昨年12月24日に福井地方裁判所は、同年４月、高浜３・４号機の運転に差し止めを命じた仮処分を取り消した。新規制基
準は合理的だとする関西電力の主張を鵜呑みにした決定で、政府と関電の高浜原発３・４号再稼働推進に追随しただけの
林潤裁判長は、司法の独立を危うくするものである。
取り消しを喉から手が出るほど待っていた関電は、翌日25日に高浜３号にＭＯＸ燃料24体を含む燃料装荷作業を始め、１月
下旬に発電を開始し、２月下旬には営業運転を狙っている。高浜原発４号機は２月に発電を開始する予定だ。
高浜原発から30㎞圏内の京都府宮津市議会は、「高浜原発再稼働反対の意見書」を可決した。京田辺市議会でも「再稼
働に反対する意見書」が可決され、若狭町議会は「高浜原発の町民説明会を求める請願」を可決した。
原子力規制庁は「新規制基準に適合する」とは言っても「安全を保障するものではない」と繰り返し述べているように、誰も
安全を保障するといっていない。ましてや、関電に「責任能力」がないことは福島原発事故を見れば明らかである。
国民世論の圧倒的な原発反対の声や近隣市町村の反対の声を無視するばかりか、未だに収束の目途さえつかない福島原
発事故の現状と、事故の教訓を無視するばかりか、地震活動期の日本で、原発集中立地＝福井での高浜原発再稼働にの
めり込む関西電力の暴挙に強く抗議する。
関西電力への大抗議にご参加ください。

2016年1月14日（木）18:30～20:00

○近隣から苦情がある場合、音量の調整が必要になるかもしれませんので、ご協力ください。
○当日の天候に注意し、水分補給や雨具の用意などをお願いします。
○旗やプラカードなどお持ちになる場合は、反原発・脱原発に直接関係のあるものをご用意ください。
○抗議時間中のビラ配布や署名集め等はご遠慮ください。また、特定の団体や宗教団体による参加者への勧誘
およびこれに準ずる行為を禁止いたします。


